
  教員用 

 【社団法人日本種苗協会 『たねのひみつをさぐろう!!～元気に育って、おいしくなあれ～』】 

事前打ち合わせチェックリスト 

実施日 年   月  日  （    ） 実施校   

実施 

時間 

1．  時間目  ：   ～  ：     

2．  時間目  ：   ～  ：     

3．  時間目  ：   ～  ：     

授業 

実施 

教員 

1.            先生 

2.            先生 

3.            先生 

資料 

※事前打ち合わせ時、シードアドバイザーが持参する資料（各 1部） 

□プログラム申込書（兼連絡票）：学校から受領した教員記入済みの申込書 

□プログラム案内書       □進行スライド（ノート付き）   □ワークシート 

□食育授業実施レポート     □プログラム理解スライド 

 ☑ 項目 

調整 

内容 

□ 出張授業担当シードアドバイザーの自己紹介 

□ 

①授業で使用する教材の確認 

授業実施前までに、学校にて下記協会 HP からダウンロードしてください。 

http://www.jasta.or.jp/active/download/school.html 

□ワークシート：授業で児童に配付します。 

□進行スライド：ノート部分には、進行シナリオの記載があります。 

□ 
②授業実施日程を確定   
  

※実施クラスが複数ある場合は、リスト 1行目に記載してください。 

□ 
③プログラム理解スライドを視聴 

※シードアドバイザーと共にプログラム理解スライドを視聴します。【所要時間 約 7 分半】 

□ 

④プログラムのねらいを確認 

 □植物の成長変化に興味をもち、愛情をもって植物を育てることを促す。  

□植物やたねやさんへの興味・関心を高める。 

□たねの専門家(シードアドバイザー)から直接、植物を栽培するときの工夫やポイントを学ぶ。 

□ 

⑤授業の進行形式を確認 

授業はティームティーチング形式で行い、45 分授業を交互に担当して進行します。 

□プログラム案内書の見開きを参考に、授業構成を理解し、交互に担当する進行パートが 

あることをご確認ください（★プログラム案内書を参照）。 

□枠が緑色になっている進行スライドが、教員のパートです。進行スライドノート部分のシナリオ 

をあらかじめご確認ください。 

□ 

⑥授業実施場所と演示実施場所の確認 

授業後半のたねまき演示の際には、実施場所の移動があります。以下の条件にあてはまる場所を授業 

実施場所、演示実施場所としてご調整ください。 

<実施場所の条件> 

 □たね観察時の観察は、児童ひとりひとりにたねが行き渡り、落ち着いて観察できる環境であること

（各自の机上や、4人一班での観察実施などを推奨します）。 

 □雨天時も影響なく授業実施できるよう、屋根のある場所であること。 

 

 <演示場所の条件> 

□たねまき演示時は、速やかに移動でき、クラス全員が 1つの鉢またはプランターを囲んで演示が 

見える場所であること。 

□防汚シートを拡げて、水やりを実演できる、広めのスペースの確保ができる場所であること。 

（例:教室の後方、廊下、オープンデッキ など） 

実施場所  演示実施場所  

 

 

月  日  時間目    ：   ～  ： 

http://www.jasta.or.jp/active/download/school.html


  教員用 

□ 

⑦贈呈するたねの種類を確認 

 プログラム申込書（兼連絡票）に記載された条件に合うたねを、シードアドバイザーからご提案します。 
 

たねの種類  
 

□ 
⑧たねの取り扱いに関する安全管理上の注意確認 

 贈呈するたねは、児童が口に入れることが無いよう、留意をお願いします。 

□ 

⑨授業当日に、学校にご準備いただく機材や道具 

 （予め、スライド再生などの動作確認をしていただくこともお願いします。） 

 □パソコン：進行スライドを再生します。 

 □プロジェクター/スクリーン：進行スライドが児童に見えるよう、スクリーンに投影します。 

 □ジョウロ：たねまき演示における水やりは、児童が実際に使用する道具で演示をします。 

□書画カメラ：たね観察や演示の際、実施状況に応じて、児童全員が見えるような配慮・工夫をお願 

いします。 

□ 

⑩授業当日シードアドバイザーが持参するもの 

 □贈呈するたね  

□ネームプレート（栽培用に贈呈します）  

□演示用の道具/資材(防汚シート、灌水用具、播種用のポットまたはトレ-、播種用の培土) 

□ 

⑪実施される教員へのお願い 

□ワークシートを児童数分印刷：授業で使用します。 

□授業実施レポートの提出：協会側の参考資料とするため、授業実施後、9 月初旬までに提出してい

ただくようご協力お願いします。 

□授業中の様子を写した画像の提供（3～5カット）：レポートと合わせて、ご提出をお願いします 

（携帯電話で撮影したデータでも構いません）。 

□当日の授業後の時間の確保：シードアドバイザーより栽培ポイント資料をお渡ししますので、授業 

後 10～15 分程時間の確保をお願いします。 

□ 

⑫当日の学校訪問時間を確認 
 

□ 学校入り時間    時  分（準備があるため授業開始の目安60分前に訪問します） 

□ 訪問時の宛先教員 先生宛 

□ 授業実施までの待機場所     階      教室 
 

□ 

⑬実施クラスの人数を確認 
  

全クラス：     クラス  ×      名 
 

□ 

⑭駐車場の確認 

 シードアドバイザーが車で訪問する場合がありますので、どこに駐車スペースがあるか、ご教示くだ

さい。 

□ 

⑮実施クラスの児童の様子について 

 □普段のクラスの児童の様子についてご教示ください。 

   例）大人しい・騒がしい・人見知りがち・明るい・発表が苦手 等 

 

 

 □授業中、騒がしくなってしまう場合には、児童へ注意していただきたくお願いします。 

 

⑯特筆すべき注意事項について 

 □進行上配慮が必要な児童がいる場合には、どういった点での配慮が必要か詳細ご教示ください。 

 

 

 

＜メモ＞ 

 

http://www.jasta.or.jp/active/download/A5.xlsx

